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■ぼくはラブレムのご主人様ゆーくん 

ぼくには彼女がたくさんいる。

ちゃんと恋人だと明言し、お互いそう認識しているの
は３人。

交際前のお付き合い状態なのは５人。



その全員とセックスしているし、これからも増えてい
く予定だ。

ひとまずセックスしてみたという関係の相手なら数知
れない。

彼女たちはぼくにたくさん彼女がいることを理解し、
驚くべきことに彼女をさらに増やすことを応援までし
てくれている。

なおかつ女の子同士で繋がったりもしてくれていた
り、面識があったりもする。

ぼくも含めて一緒に住む予定もある。
彼女たちと家庭内複数プレイが可能である。

「嫉妬をしないのか？」

とよく彼女たちは質問をもらう。

そこに対する返答はこうだ。



「魚に陸で住めとは言わないでしょう？ご主人
様に、一人だけを愛せと言うのはそれと同じこ
となのです」

「花を好きな者は花を摘むでしょう。花を愛す
る人は水をやるでしょう。わたしはご主人様を
愛し、自由でいてほしいし、快適な状態、幸せ
な状態でいてほしいんです」

と。

そしてこうも言う。

「ご主人様はいつでもどこにいても正直に話して
くれるからメンタルが健康でいられる。たった
一人わたしだけを愛すると約束した上でこそこ
そ疑わしい浮気や不倫をされるよりよっぽど健
全だと思う」と。

ぼくの彼女たちは他の男とセックスしない。

「ご主人様の喜びがわたしの喜びで幸せです」と言っ
てくれる。



ぼくは他の男とえっちしないでくれると幸せだ。

「ぼく専用まんこになってね」と言うと嬉しそうな顔
で首を縦に振ってくれる。

ぼくはたった一人の人だけを愛し、セックスするの
は、ただの性癖の一つにすぎないと思っている。

性格と言い換えてもいい。そうすることで幸せを感じ
る人。

最近流行りのポリアモリーも、お互い自由に恋人を作
り自由にセックスをするのが幸せを感じる性癖の人た
ちだと思っている。

ぼくの性癖は、

「ぼくは自由でいて、相手はぼくだけを選んでくれる
と幸せ」

「そして相手は、ぼくに束縛されるのが幸せで、かつ
ぼくが自由でも気にならない人がいい」

というものだ。



つまりぼくとぼくの彼女たちは性癖がマッチングして
いるだけで、お互い幸せである。

もしその関係性に不満を感じたり、幸せじゃないと感
じるのであれば、女の子はいつでも抜ける自由があ
る。

自ら望んでされる拘束は、もはやその人の自由だ。

だから、幸せでいられる間だけ、彼女たちはぼくの側
にいればいいと思っているし、ぼくの側にいる・いな
いの選択の自由があるにも関わらず、彼女たちが側に
いてくれるのはぼくはとても嬉しいと感じている。

ぼくはぼくのこの性癖に「ラブレム」と名付けた。

ラブとハーレムを掛け合わせた造語だ。

そしてぼくの彼女たちは「ご奉仕まんこ」と呼んでい
る。

ご主人様であるぼくにご奉仕し、ぼくに喜びを与えて
くれる女の子たち。



ぼくはいつも「愛をありがとう」と伝える。

彼女たちは「喜んでもらえて嬉しいです」と答えてく
れる。

ぼくはラブレムを肯定する。愛する。

愛しい女の子たちとの愛しい時間を愛する。

実は彼女たちは全員インターネットで出会った。

Twitterの裏アカウント、いわゆる裏垢というやつだ。

それで募集をかけてメールをくれた子の顔やハダカを
見せてもらい、やりとりし、意気投合すれば会う。



新規の子からのメールはだいたい毎日来る。

詳しく見ていない人にはなぜそんなことが起こるのか
理解できないだろうが、そうなる仕組みを作ったから
だ。

ナンパ師やほとんどの多くの男は、積極的に自分から
声をかけ、金や時間や労力をかけて女の子とえっちし
ようとしたり、関係を築いたりしようとする。

だけどぼくの場合は、女の子から「わたしもご奉仕さ
せてください！」と声をかけられる。

それはイケメンだからでしょう？という声が聞こえて
きそうだが、ぼくはインターネットで顔出ししていな
い。

やりとりの段階で顔写メを送ることもあまりなく、女
の子側からすると会うまでぼくの顔がわからないこと
もある。

それでも女の子たちはぼくにご奉仕したいと思って
メールをくれる。



ぼくはその中から選ぶだけ。

そんな王様のような生活を送っている。









にわかには信じられないと思う。

ここまで読んで感情が追いついてきていないかもしれ
ない。



意味がわからないと思っているかもしれないし、あり
得ないと思っているかもしれない。

だけどこれは事実である。

ぼくはこのラブレムという性癖で生きたときに幸せを
感じる人種が一定以上いると考えている。

単純に変で、常識はずれだからおもしろいとも思う。

だから、多くの人に認知されることで、男女間の関係
作りに変革が起こる可能性があると考えている。

裏垢革命。

この本のタイトルはそんな意味合いも込めてつけたタ
イトルである。



■過去のぼくは死にたがりだった 

今でこそたくさんの愛を与えられて幸せに生きている
が、ぼくは昔は死にたがりだった。

ドラゴンクエストの毒の沼地をご存知だろうか？

一歩歩くと体力が減る場所。

生きているだけでつらい。

いっそ殺してほしい。そんな場所である。

とにかく寂しい。愛が欲しい。

何をやっても満たされない。

せめてセックスだけでいい。

ぼくを抱いてほしい。

そんな想いで生きたのがザッと31年。

心に穴が空いていた。



親に理解されず、幼稚園や学校ではいじめられ、ずっ
と孤独感の中にいた。

生まれて最初の感情が「生まれた場所か時代を間違え
た」だったと記憶している。

やっと２０歳で恋人が出来てもセックスを拒まれ、か
なぐり捨てるように、好きでもない、その時言いよっ
てきてくれた女の子とのセックスで童貞を捨てた。

そのあとちゃんと彼女が出来てもすぐ浮気されてなん
だかんだ別れ、セフレを作って好きになっても想いは
実らず、そのあと出来た彼女は無理のある遠距離ゆえ
に別れ、随分歳下の彼女が出来たがあまりの奔放さに
振り回されて耐えきれなくなってお別れをした。

自分らしく生きるということがなんなのかわからな
かった。

愛されるということも、愛するということもわからな
かった。

今はおかげさまでたくさんの喜びを享受しているが、
当時は苦しすぎて人生の喜びを追求するどころではな
かった。



彼女とラブラブな時期以外は食べるご飯には味がほと
んどしなかったし、ぼくの目から見える景色はだいた
い灰色だったり地面だったりした。

怪我しているときは痛いとしか考えられないように、
ぼくの頭の中は辛いという言葉で埋め尽くされてい
た。

まさに毒の沼地人生だった。

■セックスしないと死ぬ 

そんな中で、出会い系サイトや、Twitterなどの裏アカ
ウント、通称裏垢などを使って、なんとか生きる希望
を見出そうと、女の子たちと出会ってはひたすらセッ
クスをしまくっていた。

毒の沼地からかろうじて顔を出し、息継ぎが出来るの
がぼくにとってセックスだったからだ。

セックスしないと死ぬ。

実際、常に死にたかった。



だからぼくは必死でセックスを求めた。

抱き、抱かれているときだけは、生きていいと言って
もらえている気がしたからだ。

だけど、それはセックスしているときだけ。

セックスが終わると、また苦しい日常に戻る。
だからまたセックスを求める。そんな日々だった。

元々性欲は強かった。

物心ついた3歳の頃にはもう床にちんちんをこすりつ
けてオナニーをしていた。

女の子のエロい姿を見るとすぐに興奮して勃起した。

生まれつきエロいことが好きなんだと思う。

だけどそれに加えて埋まらない寂しさがさらにセック
スへの欲求を加速させていた。

まんこにちんこを挿れたまま生活したいとまで言って
いた。



そんなぼくが愛を感じられるきっかけになったのが、
ぼくにとってカナエという女の子との出会いだった。

カナエだけでなくたくさんの女の子とのセックスが少
しずつぼくに影響を与えてくれた。

カナエと出会うまでにすでに数百人の女の子と肉体関
係を持っていた。

だけど、カナエはぼくにとっては明確に大きなきっか
けになった子だった。

■自由の権化カナエ 

カナエは、一言で表すと「自由」だった。正直自由す
ぎて最悪だった。

だけどあまりにも可愛すぎた。

女優の本田翼さんをさらに可愛くしたような可愛さ
だった。



だからぼくは最悪だったけれど、別れるという選択が
ギリギリまで出来なかった。

３時間遅刻は当たり前。

学校はサボる。

土日になると連絡がなくなる。

デート中に他の男とやりとりをする。

浮気はすぐバレる。

そして無邪気に笑うのだった。

２歳児という感じだった。

頭を撫でるとすぐ眠くなり、ハムスターのように眠っ
た。

ぼくは当時カナエによく怒っていた。

その度に、カナエはぼくの下がった口角に指をあて、
無理やり上げては

「まーまー。いいやん。唇やわらかーい」



と笑っていた。

そしてなぜか許してしまうのだった。
ぼくはカナエに気付かされた。

それを悪であるとしている人が勝手にそれを悪として
いるのであって、本当はこの世に悪はないのだと。

ぼくが勝手にカナエを許せないだけだったのだと。

遅刻するのも他の人とセックスするのもその人の勝
手。自由。

カナエは、まるで花そのものであるかのように、自然
界そのものであるかのように、ありのままに生きてお
菓子をボリボリ食べていた。

そこに対して、お菓子を食べることに怒るのは、ぼく
のエゴでしかないのだと。

お菓子を食べて元々。
その上で、お菓子を貪り食わない人ならぼくは嬉し
い。



この世に本来「悪」は無いけど、自分にとっての「嫌」
はある。

だって、国民全員が嫌いなものなんて無い。

ゴキブリですら愛好家がいる。

ゴキブリは嫌いな人が多いだけで存在が万人共通の悪
なわけではない。

フィリピンでは遅刻する方が当たり前だそうだ。

一昔前の日本でも、どの男の子供かわからないから
「村の子」として育てた時代があったという。

だから、お菓子をそんなにたくさん食べるのは悪だ！

と怒るのではなく、ぼくは健康的に生きることが好き
な人が好きだから、お菓子をめちゃくちゃに食べてブ
クブク太ったり不健康になる人からはぼくが離れて、
健康的に生きる人を選ぼう。

そう思えるようになった。

カナエの遅刻や浮気や数々の所業は、悪ではなく、ぼ
くにとって嫌なことなだけだったんだ。



そう思えたとき、ぼくはカナエの奔放さを肯定するこ
とが出来るようになった。

そして、わがままに欲望に忠実に振る舞うそんなカナ
エを、ぼくはお別れした今でも愛しいと思う。

ぼくはそんなカナエの自由さを、ぼく自身に許した。
だってぼくはそんなカナエをそれでも愛しているのだ
から。

カナエのように生きても愛される。愛されよう。

そう決めたのが31歳の頃だった。

そこから、ぼくの人生はグッと生きやすくなる。

毒の沼地が晴れ渡り、生きているだけでちゃんと呼吸
が出来るようになったのだった。

自由を、愛を感じた。

生きていいんだと思えるようになった。

寂しすぎるセックスは、それ以来しなくなった。

愛されるということを知る旅が終わった。



■愛するということを知る旅 

カナエと別れて数年。

カナエが可愛すぎたがゆえに誰とも付き合えなかっ
た。

だけどある日ふと思った。

ぼくが生涯たった一人だけにその身を捧げていいと思
えるくらい愛せる人となら、出会って結婚とかしてみ
たい。

ぼくはどんな人ならそんな人だろうと、いろいろとイ
メージを膨らませて書き出してみることにした。

それは一言で言うと、くびれGカップの可愛い子だっ
た。

一生は無理でも、その人と出来るだけ長くたくさん
セックスしたい。

それがゆえに、ぼくのちんこが一番喜ぶ人を想定し
た。



それから毎日毎日ぼくはTwitterや出会い系でGカップ
で検索をかけた。

やがて半年も経った頃、連絡を取り合う巨乳の女の子
はぼくの周りにたくさん溢れるようになった。

しかし、誰ともうまくいかなかった。

セックスが終わってもカラダを見れば欲情し、何度も
何度もずっといつまでも抱きたいと思える人がそこに
いるかもしれないと期待を胸に膨らませて新幹線に乗
り、関西から九州や関東に出向いた。

だけど、ある人には合わないと言われ、ある人は釣り
と呼ばれる人だった。

約束の場所に言っても現れず、後でわかったのだが、
ウロウロと相手を探すぼくの姿をこっそり盗撮されて
いた。

埼玉の森林前公園駅という終点駅まで行かされ、野宿
でもすれば？

と冷たい言葉を吐きかけられた。



ぼくはその夜タクシーを拾い、漫画喫茶でこっそりオ
ナニーをし、半泣きになりながら眠りについた。
ヤケクソになった。

翌日、一緒に行こうと約束していた豊島園のプールに
一人で行った。

ハプニングバーにも行ってみた。

そこそこ楽しかったが、悲しかったし虚しかった。

渋谷のハチ公前でナンパしている男の人たちをぼーっ
と眺めたりした。

そのあと関西に帰ってからは、「もうGカップじゃな
くていいや。とにかくセックスしたい」となって、女
漁りを始めた。

なぜかたまたまぼくの初体験の、童貞をかなぐり捨て
た相手とTwitterの裏垢で13年ぶりに再開したりした。

えっちしたいとつぶやいていたから声をかけたらたま
たまその人だったのだ。

今思えばすごいことである。



相手はもう既婚だったが、それなりに楽しいセックス
だった。

そのあと、Bカップの可愛い病んでいる女の子と出会
い、一週間だけ恋人になった。

だけど、「ゆーくんはたくさんの奥さんが欲しいって
わかって付き合ったけど、やっぱり私のお母さんにも
言われたけど、私は私だけを愛してくれる人がいい」

と言われて、それなら無理だねとなって別れた。

そのときすでに

「結果として選ぶ相手がたった一人になるのはいいけ
ど、たった一人しか選んではいけないのは嫌だ」

と思っていた。

そこからさらに絶望してどうでもよくなったぼくは、
「もうGカップも一生抱きたいと思えるかどうかもど
うでもいい！」となり、あるアカウントを作った。



■裏垢男子に革命を起こした伝説のオフパコ師
「ハセさん」 

幸せなセックスをする人。

そう銘打って始めたのが、ハッピーセックス、略して
ハセさんというアカウントだった。

ぼくが幸せになるセックスをするよ！

肉便器になりたい人、オナホになりたいドMな女の子
は声をかけてね！

と言って、好き放題まんこを使われたい女の子を募集
した。

肉便器という言葉から、女の子をただのモノ扱いして
いるように受け取るかもしれないが、「ぼくが自由に
好き放題していい」という愛をくれる女の子の総称と
してそう呼んでいたし、女の子もそうされることで興
奮する子がDMを送ってくれていた。

オフパコというのはネットで出会った相手とセックス
することである。



ぼくはオフパコ募集をかけつつ、女の子が肉便器にさ
れて悦んでイきまくっている動画をTwitterにアップし
まくった。

これがとことん当たった。

当時ハメ撮りをTwitterにアップする人があまりいな
かったことと、ぼくの言葉責めに人気が出たこと、肉
便器プレイがまるで漫画から飛び出てきたようにエロ
いセックスだったこと、それらの要素が絡まりあっ
て、Twitterのフォロワーは5ヶ月で4万人近くになっ
た。

ほぼ毎日5件の新規の女の子から、「ハセさんのファ
ンです！どうかわたしもオナホ肉便器にしてくださ
い！」と言われる生活。

当時の裏垢界隈でオフパコしようとすると、男子は必
死に裏垢女子に群がり、DMやリプライを送り、口説
き落としたりするしかなかった。

そこにハメ撮り動画をアップすることで男でも戦いよ
うがあると示したのがハセさんだった。



当時の裏垢界隈からすると画期的で革命的だったの
だ。

特に人気のある大手裏垢女子というのはいても、大手
裏垢男子というのはほとんどいなかったのである。

正直ウハウハだった。大好きなセックスがしまくれ
る。最高である。まんこ使い放題。

しかも犯してくださいとおねだりされる立場。



凄まじかった。

それがゆえに、2ヶ月目くらいからアンチの活動もと
ことん激しくなっていった。

ぼくにリプライを送った女の子全員にぼくの顔写真を
送りつけて、「こんな顔でいいの？」とか言ったり、

ブロックしてもしても新しいアカウントを作って気持
ち悪い画像を送りつけてきたり、

女の子になりすまして呼び出そうとしてみたり、

ハセさんは性病であるとか吹聴してみたり、

誤解曲解を招くようなぼくの噂を真実かのように語っ
たり…。

あまりの酷さに、受け取るDMが男か女か敵か味方か
判別がつかなくなり、ぼくはハセさんをやめることに
した。

たぶんハセさん時代で関わった女の子は100人は越え
ると思う。



随分おいしい想いもしたけれど、凄まじい嫉妬の嵐の
中に身を置く覚悟は、まだぼくの中には出来ていな
かった。

そして、どれだけ肉便器を使えようとも、一回限りの
セックスばかりなのは悲しいなと思うようになってい
た。

関係性をちゃんと築きたい。

どうでもよくなったことは、やっぱりどうでもよくな
かったと、どうでもいいようなセックスを嘘のように
たくさんしまくって思った。

諦めきれないと諦めたんだと思う。

どれだけ可愛く、スタイルが良く、肉便器に出来たと
しても、人として想いやってもらえることがないので
あれば、それはもうそのときのぼくにとっては幸せな
セックスではなくなっていた。

ぼくがどれだけ相手を想っても、相手が求めるのはど
うやらセックスだけのようだった。



これだけたくさんのオナホ肉便器に恵まれるなら、人
間としての関係を長期間築けることもあるだろうと
思っていた。

しかし、どうやらハセさんに声をかけてくる女の子は
ぼくのカラダ目当てでしかなかった。

■喜びとはなんなのかを知る 

アカウントを消してもアンチは消えなかった。

Twitterアカウントを別に作ってもどこからか嗅ぎつけ
てやってきて、嫌がらせやヘイトスピーチを始めた。

ぼくを見つけ出す嗅覚は本当に驚異的だった。

ハセさんと同じことをしてももう満たされない。

だからぼくはアンチが攻撃できないようにアカウント
に鍵をかけて、コンセプトを変えて新しいことを始め
た。



それが、

「ご奉仕まんこ」を募る「ご主人様ゆーくん」

だった。

YouTubeやkoekoeといった音声を投稿できるサイト
にぼくの言葉責めやセックスをしている音声を投稿
し、そこから鍵をかけたTwitterのアカウントに誘導し
た。

ハセさんのときほどの派手さはなかったが、ジリジリ
とフォロワーも増えて、女の子からのDMもちらほら
来るようになった。

それでも最初は、セックスした女の子から「やっぱり
ゆーくんをご主人様とは思えない」と言われたりし
て、なかなかぼくが長期的な関係を築きたいと思える
ような女の子と出会えることはなかった。

やがてぼくのホームページを作ってもらえることにな
り、そのホームページを見て諦めたのか、アンチたち
は一人ずつ解散を始めた。



あれはとても嬉しかった。

「ゆーくんは大切な人。ずっとご主人様と慕っていた
い」

と言ってくれる女の子たちもぽつぽつ出てきた。

そんな最中に出会ったのが、ぼくの公認ご奉仕まんこ
「ほうしちゃん」である。

■ご奉仕まんこのほうしちゃん 

彼女は可愛かった。そして綺麗だった。



スタイルが良くて、エロかった。

「ご主人様の喜びがわたしの喜びです」と言って、ピ
ルを飲んでくれて、ダイエットに励んでくれた。

月一で東京からぼくの地元の奈良まで会いに来てくれ
た。

たくさんの愛をくれた。

ありとあらゆることを許してくれた。

「ご奉仕することが喜びだから、ご主人様は何
もしなくていいんです。わたしは手になりたい
し、足になりたいんです」



と言って、ホテル代もいつも全額出してくれた。

跪いて靴下を履かせてくれた。

美味しくてちょっと高いお店に連れていってくれた
り、デート代も全額だしてくれたりしたし、どんなこ
とをしたら幸せになるんですか？

と根掘り葉掘り聞いてくれて、その全てを叶えてくれ
ようとしたりした。

こんな美人が。





ある日彼女はぼくに言った。

「他に彼女がいてもいいので、彼女にしてください」
と。

「いいよ」とあっさり答えたけど、ぼくは心底嬉し
かった。

ほうしちゃんがそうやって言ってくれたから、ぼくは
心から「ハーレムのご主人様になれるし、なりたい」
と思えた。

そこから、ご奉仕まんこが一人増え二人増え、少しず
つ拡大に向かっている。

まだ出会っていないけれど、いつかくびれGカップの
公認ご奉仕まんこにもラブレムに加わってもらえたら
嬉しいと思っている。

そこも野望はまだ捨てたわけじゃない。

ぼくはもうくびれGカップにめちゃくちゃこだわった
りはしない。



そうじゃなくても愛しい人は愛しい。

だけど、くびれGカップのご奉仕まんこにいつかご主
人様と呼ばれ、ラブレムの仲間みんなでその子を迎え
入れることが出来たら最高だなと思っている。

■愛を教えてくれた1000人の女神たちに感謝
を。 

ぼくは、寂しすぎた時代にぼくとセックスしてくれた
何百人の女の子たちを女神だと思っている。

苦しすぎて息が出来ないとき、セックスという形で酸
素をくれた。

それは愛だった。

かりそめの、一夜限りのものだったとしても。

そして、カナエも自由という名前の愛を教えてくれ
た。

ハセさん時代に肉便器になってくれた何十人もの女の
子たちも、そのときのぼくにとって最高の愛だった。



おかげでそれまで知らなかった「人気者」という立ち
位置を知ることができたし、なによりぼくに自由にま
んこを使っていいと言ってくれた。

ぼくの自由を証明してくれたのがそのときセックスし
た女の子たちだった。

そんなぼくに不自由という名の自由を教えてくれたの
は、ほうしちゃんだった。

つまり、選べる自由。

彼女を作るということは、不自由になることだ。

選びたい者を全員選んでいいという破格の愛だったの
が少し一般的な「彼女」という概念とは違うけれど、
何かを愛するということがちゃんと出来るようになっ
たのは、彼女のおかげだ。

悲しいセックスもたくさんした。

会うまでに至らなかった悲しくなるやりとりもそれこ
そ何千人とした。



だけどそれは「悲しくならない人を選びなさい」と教
えてくれて応援してくれる出会いだったと今は感じて
いる。

もちろん、今も慕ってくれているぼくのご奉仕まんこ
たちは当然ぼくにとって愛だ。

振り返れば、全てが愛だったなと思う。

ぼくと触れ合い、関わり合い、袖すりあったその全て
が女神だったなと思う。

愛を教えてくれてありがとう。

苦しすぎて始めた裏垢だけど、今では喜びを集めるた
めに活動出来ているよ。

■喜びと感謝を伝え合える愛 

今のぼくは、ほうしちゃんやたくさんの女の子がぼく
をご主人様と慕って、喜びや幸せをたくさんくれる。

本当の愛だなぁと感じるものをくれる。



あたたかく平和で、そしてエロく、優しく、笑顔と笑
いの絶えない暮らしをくれる。そしてハーレムの拡大
を応援してくれる。

ある女の子はインスタグラムを運営してラブレムを広
めようと協力してくれる。

ある女の子はTwitterでラブレム公認ご奉仕まんこと名
乗り、楽しそうに活動してくれる。

そしてどうやらぼくのご奉仕まんこたちに聞くと、ぼ
くは与えられてばかりいると思っているが、ぼくも与
えることが出来ているらしい。

正直ぼくは何もしていない。

貰っているだけだ。

少なくともぼく自身はそう感じる。

「ご主人様はすごく喜んでくれる」
と女の子たちは言ってくれる。

それは、どうやらぼくの女の子たちにとって「愛」で
あるようだ。



与えるという愛が存在できるのは、受け取る愛が存在
するからだ。

ぼくはそう思っている。

ぼくは感謝を伝える。

ありがとうを。

ぼくの愛するご奉仕まんこたちに。

それが、ご奉仕まんこたちにとっては、どうやら
「愛」であってくれるらしい。

最近ではご奉仕まんこの女の子に限らず、この本の出
版をはじめとした、ビジネスであったり新しい可能性
の扉を開くお手伝いをしてくれる人たちもいる。

ラブレムをおもしろいと思ってくれる。

感謝しかない。

本当に、どうしようもなくありがたいことだ。

ぼくは好きに、自由に生きているだけなのに。



愛を感じる。

愛したいものを全て愛させてくれてありがとう。

とっても嬉しい。

■結論 

めっちゃくちゃエロくて可愛くてスタイル良くてピル
飲んでくれて生ハメ中出ししてよくてムラっとしたら
いつでもオナホ肉便器にしてよくて子どもも産んでく
れて他にもそんな女の子がたくさんいても良くてむし
ろ複数プレイとかもできてお金も貢いでくれたり料理
も作ってくれたり手取り足取り全てやってくれたりす
るの最高に幸せで最高に嬉しいし、ご主人様大好きで
す愛してますと慕ってくれる女の子たちによるそんな
ハーレムがどんどん雪だるま式に大きくなっていって
さらに良い女がご奉仕まんこに加わってみんなでぼく
を幸せにしてくれるのはもはやただの天国でしかな
い。







これは革命である。 
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